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視差測定桿による視差差の測定

測定に当って誤差を最少限にとどめるためにはよい

写真を用いることと正確な刺針･作図を行祖い機器を

正しく操作することである.写真はその階調が全体

を通じて平均しており適度のコントラストのものがよ

いことはいうまでもないカ雲とくに視差測定楳による視

差差の測定のためには写真の傾きに対する補正ができ

ないため過度の傾きがある場合には致命的である.

また印画紙の縦横の差別的伸縮の柱いアルミケント

(AK)印画紙に焼付けた写真を用いることカミできれば最

上である.測定の過程における刺針や作図に細心の注

意を払ってこれらに起因する誤差を極力除くようにし

立体鏡に対して写真の相互関係を正しく標定し正しい

方法で測定を行なわなければならなv･.

測定に用いる写真の準備

1.隣り合う各写真の主点を求めて刺針する

主点を求めるには相対する指標を結んでその交点

を求めれぱよいのであるカミ細い線を描くために堅い鉛

筆を用いると写真の膜面に傷をつけたり引いた線カ茎

暗い階調の所では不明瞭になりやすい.したがって

正確に主点を決定するためには測量針または測針と呼

ばれる細い針でもって各指標の上から膜面に直角に刺

針して指標を写真の裏面に移しそれぞれ対応する刺

針孔を結んでその交点を求めればよい.こうして求

められた主点の位置を膜面に移すには.前と同様な方法

で交点から膜面に向って刺針する.以上の刺針の孔は

光にすかしてみてかすかに見える程度にとどめ刺針

した孔の位置はわかりやすいようにグリｰス鉛筆か

朱墨で丸く囲み記号(C],C藺)をつけておく(第8g図).
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2.各主点を隣り合う写真上に移写する

もし移写しようとする主点が道路の曲り角や建物の

角などのような明瞭な場所にある場合には両方の写真

を見比べなカミら対応するこれらの映像点に刺針しても

よい･しかし一般には立体視しなカ玉ら刺針しなけれ

ば正確な移写は不可能である.

左側の写真の主点(C])を右の写真の重複部の対応す

る位置に移し移写点(C､')を求めようとする場合立

体鏡下で立体視しながら右の写真上におけるCiに対

応する映像点に測針を近づけこれを上下左右に動かし

ながら測針の尖端とC｡を示す刺針の孔とが一点に重

なって見えかつ立体的に模像の表面に正確に着いたと

きに刺針する.こうして求められた点が右の写真上に

おける左の写真の主点(Cl)の同一映像点すなわち移

写主点(C1')である.同様にして右の写真の主点

(C｡)を左の写真上に移して移写主点(C望')を決定する.

こうして求められたClC2!およびC1℃･がそれぞれの

写真の写真基線である(第83図上).

上述のような点の移写を行なう場合両方の写真上の

同一映像点の間隔が使用する立体鏡の基線長(鎖式立体

鏡では普通約25cm)に等しくなるように写真を置きか

つ両方の写真基線が一直線になるようにし(第88図)これ

と立体鏡の基線と眼基線(第gO図)カミ平行になるようにし

て作業Lなければならない.そうでなければいたず

らに目に負担をかけ刺針が不正確になりやすい.

すべて点を移写することは慣れなv'うちはか泣り困

難な作業であるが次の方法を用いると非常に容易であ

る(第89図).まず適当な大きさ(約5cmx5cm位)の半透

明または透明なセノレロイドあるいはアセテｰトフィル

ムを用意しその各女の中央にできるだけ細い線で正し

く直交する十字線を引いておく.その一枚を一方の写

真上に十字線の交点とを移写しようとする点とが正しく

一致するように置いてセロテｰプその他で固定する.

次に他の一枚を隣の写真上に置いて両方の写真を立体

視しながら両方の十字線が完全に重なって見える所ま

一でその位置を調整する.こうして二枚のセルロイド

板またほアセテｰトフィルム上の十字線が完全に一致

第89図主点の移写の一方法小さな正方形は直交する十字線を描いた

透明祉セルロイド板であり左の写糞の主点Cjを右の写真上に移写し

Cユ1を求めようとする場合を示す.�
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3写真基線と立体鏡の基線とが平行になりか

つ測定しようとする同一映像点のそれぞれが

各々の鏡のほぼ中央の直下にくるように立

体鏡を蟹<
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第90図反射式立体鏡の構造L:レンズP1プリズムM:反射鏡

PhlおよびPhパ立体対写真IおよびI聖:Ph.およびph!

上の同一映像点E:眼基繊S:立体鏡基線

した所でその交点にセルロイド板を通じて刺針する.

視差差の測定(視差測定桿の操作)

1｡第88図のように二枚の写真を標定する

C.CI/が約25cm.の間隔になるように両方の写真を置

きかつClC･!Ci!C･の4点が正しく一直線上に乗る

ようにそれぞれの位置を調整しさら年立体鏡で観察し

ながらもっとも容易に立体視できるように両方の写

真の間隔を調整する.このとき両方の写真を図のよ

うに透明な定規でおさえながらやると容易である.

こうして両方の写真の位置が決まったら図に示すよう

にセロテｰプその他で写真を固定する.

2.高低差を求めようとする2点を選び(低い方

の立体映像点をL高'･･方の立体映像点をUとする)左

の写真上に印をつ1ナる(測定の誤差を小さくするた

めには両点は写真上で約2.5cm以上5cm以内の距

離にあることが望まし㌧)

この場合測針でもって刺針してもよいが丸ペン先

を用いて朱墨で印をつけるのも一方法である.朱墨を

用いた場合には間違ってもガｰゼに水を含ませて拭き

消すことができまた測針によるように針の跡も残らた

いという禾11点がある.

4.視差差を測定する

最初に両方の写真上の低い方の映像点(L)の間の距離

の測定から始める.初めに視差測定桿の左の測標を左

の写真上のL点の上に正しくおき右の測標が右の写真

上のL点の映像点にほぼ一致するように測標間隔を調

整する.続いて双眼拡大鏡を用い立体視しながら両

方の測標が正しく重なりかつ立体模像面上のL点に正

しく密着するように測微尺の微動調整ドラムを前後に

回して測標間隔を調整する.この場合左の測標をL

点の印の上に正しくおいて手で押えて固定し右の測

標を前後に移動させかつ測微尺の微動調整のドラムを

前後に回し測標間隔を変えながら一点になって見える

測標が立体模像の面から浮上っていないかあるいは模

像の面にめり込んでいないかを点検し正しくL点の立

体映像点に密着するように調整する.調整が完全に終

ったら測標の間隔を桿に刻まれた目盛と測微尺とから読

み取る.同様にして高い方の映像点(U)間の距離を

測定し低い方の映像点間の距離との差(第83区および第g1

図A-B)を求める.ζれがすなわち視差差(△p)であ

る.各々の測定に当っては正確を期するため少たく

とも同じ測定を3回繰り返してその平均値を求めるこ

とが望ましい.

補正さ机た写輿基線の決定

C1℃r(A-C)前号24ぺ一ジ参照(第91図)

写真a.地形図
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第91図視差潮走稗による側き右の写真(R)上の仔い方の映鯵点をr1商

い方の映像点をru同じく左の写真(L)上の対応する映像点をuluと

�

して△h=､b+△P△P式を用いて商襲両点の萄攻産を求めるには縄塗

測定棉によってA,B,Cの距離を測定するC,C主はそれぞれの写真の

主点C㌻C'里は移写主点である.
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第92図低い方の映像点における写真縮尺の求め方

L:低い方の映像点U:高い方の映像点

L':低い方の映銀点(L)と同じ高さ汽ある点

(a)は写真の主点の位置が地形図上で明らかで征い場合

(b)は写真の主点の位置が地形図上で明らかであるが低い方の映像点

の位置が明らかでない場合�
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撮影高度(亙!)の決定

低い方の立体映像点からカメラまでの高さすなわち

撮影高度(H1)は次の式から求められることはすで

に述べた通りである.

H･=工一f=焦点距離

SS=低い方の立体映像点における写真縮尺

焦点距離は撮影記録からすでにわかっているからS

を求めればH■は容易に決定できる.この場合Sを求

めるには縮尺のわかっている地形図があることが前提

条件である.低い方の映像点Lの位置が地形図上で

はっきり決定できるが主点の位置が正確に決定できな

い場合には前者と同じ高さにあって写真上でも地形

図上でも共に正確に決定できるし!点を選び写真上

のLL!長さ(d1)と地形図上のτL!の長さ(d､)を測定す

る(第g2図a).

写真の主点の位置が地形図上に正確にプロットできる

が低い方の映像点Lの位置が地形図上に正確にプロッ

トでき底い場合にはLと同じ高さにあって写真上でも

地形図上でも共に明らかに決定できる点L'を選び写

真上でLL!の長さ(d･)を測定し同時に地形図上で瓦!

の長さ(dl)を測定する(第g2図b).写真上ならびに地形

図上で相対応する2点間の距離dlおよびd2が求められ

るとL点における写真縮尺(S)は次のようにして決

定できる.
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S地形図の縮尺

･寸･地形図の縮尺

たとえばdl≡621mmd昨526m㎜

地形図の縮尺=1±星150mmとすれば
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高値窪の計算例

以上で高低差を求めるために必要桂測定値が得られた

ことになる･したカミって次に実際の計算例を掲げるこ

とにする.第94図に示すように左の写真(A)上にお

ける高い方の映像点1uと低い方の映像点11にそれぞ

れ対応する右の写真(B)上の映像点添mr1である.

写真Lの写真基線ClC2'昌97.5mm

写真Rの写真基線C1'C2目92.5mm

視差測定樽による測定値(この場合右の写真の主点C1は1u,11また

はru,rlよりも低い)

�㈶���

B聖258.30㎜m

C目251.30㎜m

低い方の映像点(!1またはr1)における写真縮尺は既成の地形図から

計算した結果

S昌.1

2ぎ,200

握彫カメラの焦点距離f=21cm

低い方の立体映像点からカメラまでの高さ(H')は

H_⊥_021m_4872mm

匱

酉痂ゴ

n点あるいはr1点に補正された写真基線(ab)

ab=CゴC里一(A-C)

呂92.5一(260.50-251.30)=83.3mm

視差差(△P)

△P畠A-B目2.2mm

�

△h=一一一△P

■(ah+△Pフ

弴��

一'8茗.3斗2二2■x2･2目125m

次に比較のために次の式をこの例題に応用してみると

△h_且△P

戀

基準面における平均写真縮尺･一一志汀をそのまま適用すると

撮影高度H昌j;｡.0･21､､=4200m

匱

切.000一

写真基線長の平均値(b)

b宮97.5+92.6=95一=n1=n

�

Lたがって

△h昌､H△P=型9qx2.2目g6m

��

以上でわかるように高低差の著しい地域一すなわ

ち高さによって写真縮尺が非常に異なる地域では一撮影高

度(低い方の点からカメラまでの垂直距離)ならびに写真縮尺

写真基線等の補正を考慮しないあとの式を適用すること

はさけなければならなv･.

第93図旗竿の高さ丙起因する映像の偏位A-A':基準面(地面鉛直点

(n)の高さに仮定)H:基準面からカメラまでの高さf:焦点距離L:

旗竿の基点U:旗竿の頂点E:基準面A-A'と旗竿の交点N:地面

鉛直点(正しく鉛直写真が撮影された場合写真上のC点として記録される)

c:主点b:Lの映像点u:Uの映像点e:Eの映像点�
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水平距離の求め方

策93図に示すようにかりに主点Cを通るA-A!を

基準面とすると直立する旗竿と基準面A-A1との交

点(E)の映像点(e)は写真上でその基準面に関し

て正しい位置を示している.これに対して基準面より

上下にある旗竿の頂点(U)と基部(L)とはその正

しい位置からずれて写真上に記録されている.つまり

E点と全く同じ平面位置を示すはずのU点は写真上で

主点を中心としてP点から瓦だけ外方にずれて記録

され逆にL点はe点から訂だけ内方にずれて記録さ

れている.この高さの違いによる放射状偏位の量は

その高さと主点からの距離に正比例し撮影高度に反比

例することはすでに述べた通りである(本講座①).した

がって写真上で高さの違いに基因する像の偏位を補正

した上で測定しなければならない､以下その補正の方

法について述べる.

第94図aのUおよびL点は同じくbに示すように左

の写真上に1u,11としてまた右の写真上にru,rl

として記録される.L点を通る水平面を基準面とし

L点に対するU点の偏位を補正してUL間の水平距離

を求めるには次の手順による.

1.UおよびL点の含まれる立体対写真の主点C1C苫を求め

これを互いに隣の写真に移写して移写主点C'空およびC'1を

求め各々の写真の主点と移写主点とを緒ぴ写真基線を決
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第94図傾斜面の起伏

偏位を示す
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足する.併せて各々の写真上におけるU点およびL点の

映像点(1u,11,m,rl)に刺針あるいは朱墨で印をつける

(第94図b)

L点の高さに補正された写真基線長を求める(その求め方

は本講座⑳参照)

透写紙(トレｰシングペｰパｰアセテｰトフィルム)に補

正された写真基線長に等しい線を引きその左端をC1右

端をC空とする

4.透写紙上のC中点が右の写真の主点C理上に重なりかつ透

写紙上のC1C出が写真上のC1'C一こ一致するように透

写紙を右の写真に重ねる

�
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透写紙上にrlを写し取りこれを1と符号をつけ次に

C｡点から写真のruを通る線を引く(第94図一b～c)

4で述べたと全く同じ方法で透写紙を左の写真上に重ね

る写真に傾きが次い場合には写真上の11点と5の段階

で透写紙上にプロットした1点とは全く一致するがもし

写真に傾きがあるときには11点と1点とが一致しないそ

のときには透写紙上のでlb里と左の写真の写真基線との平

行を保らながら11点と1点とが一致するまで透写紙を移

動させる.

C､から写真上の1uを通る線を引く(第g4図一b～c)

CrruとCr1uの交点(第94図｡)がL点を通る水平面を

基準面としたときの写真上におけるU点の正しい位置であ

りulが写真上におけるUL間の水平距離であるしたが

って地上におけるUL間の水平距離(d)を求めるにはu1

をL点における写真縮尺で割ればよい.

�

すなわちUL間の水平距離d=一である

匀

傾斜の計算､

測定しようとする傾斜面に沿う2点(LU)の高低差

△hと水平距離(d)がわかれば傾斜は次の式によって

求められる

△hHx△P1

亡anθ=_一=一一X

d･b+△P,d一

地層の傾斜を測定しようとする場合個々の地層がそ

の層理面を露出している場合には真傾斜方向2つの立

体映像点を求めるだけでよい.しかしこの上うな例は

乾燥地帯ならいざ知らずわが国のように湿潤な気候風

土の所ではきわめてまれである.一般には谷の両側や

山腹斜面にあらわれている地層面上の3点の高低差

(△h)を測定して走向ならびに傾斜を算出するのであ

る.これは野外調査でしばしば用いられる3点法を

根本的に同じであるのであらためて説明しない｡た

だ異たる点といえば3点の高低差(△h)を求めるため

に写真上で視差測定檸を操作することだけである.

(筆者は地質部)�




